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パブリックコメント実施結果 

 

件 名  宍粟市手話言語条例（案） 

担当課  宍粟市健康福祉部高年･障害福祉課 

意見の募集期間   平成 27年 12月 8日から平成 28年 1月 6日まで 
意見提出者数      1人（電子メール 1人） 
意見提出件数      4件 

 
意見の概要と市の考え方  

反映区分   
 
 
 
 
 
 
〔項目名 （施策等の案の項目別に整理すること）    〕 

番号 意見の概要 意見に対する市の考え方 
反映

区分 

１ 前文 13行目「しかし、未だ手話に対す
る理解の広がりを感じる状況に至って

いません。」と記載があるが、本当にそ

うか。 
社会福祉協議会では手話講座や手話サ

ークルへの支援が行われており、旧町

ごとに手話サークルが結成され活動さ

れている。 
また、意思疎通支援事業での手話通訳

の派遣、養成講座が実施されている現

状を見ると「手話に対する理解の広が

りを感じる状況に至っていません。」と

いう表現は適切でないと考えるため、

現状にあった表現に変えるとともに

「さらに普及促進を図る立場で制定す

る」という立場を強調していただきた

い。 

今回の条例を制定するにあたり、事前

に当事者団体と事務局で意見交換を行

ってきました。 
意見交換を行う中で、宍粟市において

も、以前より社会福祉協議会や行政な

どが手話に関する取り組みを行ってき

ましたが、当事者より自分たちの言葉

が通じない中で生活をしてきた苦労や

思いなどを寄せていただく中で、手話

に対する理解や普及への取り組みがま

だまだ十分でないとの判断に至りまし

た。 
本条例の制定においては、当事者の思

いを可能な範囲で条文に反映させてい

くことが重要であると考え、手話言語

条例検討委員会に当事者団体から委員

を委嘱し検討を行っています。 
委員会においても、宍粟市の現状とし

て、手話に対する理解の広がりを感じ

Ｄ 

Ａ：計画等に反映させるもの      0件 
Ｂ：計画等に反映済みのもの      1件 
Ｃ：今後の参考とするもの       0件 
Ｄ：計画等に反映できないもの     2件 
Ｅ：その他の感想や質問など      1件 



る状況には至っていないと判断し、ご

指摘の表現としています。 
２ 第８条の「推進会議」について、推

進会議委員には障がい者福祉事業を

推進している公益性のある福祉団体

の関係者を含めていただきたい。 

市ホームぺージに手話言語条例検討委

員会の検討状況を掲載していますが、

この中で、第 2 回検討委員会の資料 4
に手話施策推進会議の委員構成（案）

を添付しています。 
地域福祉関係団体からも推進会議に参

画いただきたいと考えており、条例制

定後、調整を行っていく予定です。 

Ｂ 

３ 附則に記載されている「手話施策推

進会議」委員の日額については、高

額ではないかと考えるが、如何か。 

手話施策推進会議は市の附属機関と

して位置づけることとしており、委

員報酬については、「宍粟市特別職の

職員で非常勤のものの報酬及び費用

弁償に関する条例」において定めて

おり、他の特別職の委員と同等の額

とすることが適当であると考えてい

ます。 

E 

４ 全体を通して、手話言語条例が制定

されることは歓迎している。 
ただ、なぜ、最初に「手話」なのか。

点字や要約筆記等の意思疎通のツー

ルもあります。明石市などは「手話

言語・障害者コミュニケーション条

例」を制定し取り組まれている。手

話以外の意思疎通支援の手段をふく

めた条例にすることを要望するとと

もに、「前文」でその旨、記載いただ

きたい。 

ご指摘のあった点字や要約筆記などの

意思疎通支援手段について、これらの

言語は日本語であるのに対し、ろう者

の言語は手話となります。 
このため、本条例は日本語と同様に手

話を 1 つの言語として認識し、市民 1
人 1 人が手話の理解や普及、環境づく
りを推進していくために制定するもの

です。 
その他の意思疎通支援の手段に関して

も、手話同様に環境の整備を進めてい

く必要があり、障害者差別解消法が平

成 28 年 4 月より施行されることに伴
い、合理的配慮が必要な事例を整理し、

意思疎通に関する必要な施策の実施に

ついて検討していきます。 

Ｄ 

 


